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　自由貿易でもうかるのは、青い目で金髪の外国人だけ

ではない。資本の性質は同じで、国内対海外という目だ

けで見てはいけない。

　日本では全農をつぶすという話をしている。韓国でも

ＦＴＡ交渉の後に農協改革が出てきて、その状況と重な

る。新たな資本を入りやすくする。韓国で全農に当たる

組織は、現在は持ち株会社になった。ＦＴＡによって農

業資材が安くなるといわれた。しかし実際は安くなって

いない。

　小泉純一郎元首相が日米ＦＴＡはやらないと言い、米

国は韓国と“練習試合”をやった。それがうまくいっ

た。日本政府は今後、ＴＰＰの「追加交渉」というかも

しれない。しかし、それは追加ではなく、白紙に戻して

より厳しい交渉を強いられる「再交渉」だろう。その内

容は米韓ＦＴＡがベースになる。いかに日本にとって有

利に進めるかはこれからの知恵にかかる。

　日本と社会的な仕組みが似ている韓国の状況をよく見

極めることが必要だろう。

＜米韓ＦＴＡ＞

　米韓自由貿易協定。2006年２月に交渉開始宣言し、07

年４月に交渉妥結。12年３月に発効した。農業をはじ

め、自動車、繊維、医療、金融、労働など項目は多岐に

わたる。関税の撤廃や規制緩和などを盛り込み、貿易の

自由化を図った。

問題も起きた韓国は、日本に比べて食には保守的だと言

われてきた。しかし、いざふたを開けると、抵抗感なく

受け入れられている。

恩恵は一部企業
　ＦＴＡでは輸出が増え、経済が良くなるといわれてき

た。輸出が増えて潤ったのは一部の大企業で、一般の企

業に恩恵はない。むしろ所得格差の問題が起きている。

　日本のＧＤＰ（国内総生産）に占める輸出の割合は15

％。より割合の高い韓国でも良くならないと証明されて

いるのだから、日本でも予想できる。自動車製造など工

業国だから輸出を伸ばし、そのために農業は譲る。その

構図は韓国とうり二つだ。

　ＦＴＡを契機に国内のルール作りも変わった。例えば

遺伝子組み換え食品の輸入は、国内の法律が簡素化され

た。

　第三者機関による検査は必要なく、過去に輸入実績の

あるところは認められるようになった。ＦＴＡでは遺伝

子組み換えについて、細かく書かれていない。しかし、

それが国内で変わってしまう。

　理解しにくいかもしれないが、交渉では「文書に書か

れたことは守る」が、言い換えれば「書かれていないも

のは守られなくてもいい」ということ。米国も不利なこ

とを、わざわざ文書に書くことはしない。しかし、米国

の意をくんで変えてしまう。そんなことはあり得ない、

と日本側は主張するが、実際に韓国では起きている。

「もうけ」のための規制緩和
　（韓国で問題となっている）水道と医療の民営化もＦ

ＴＡには書かれていなかった。ＷＴＯ交渉の内容を順守

して引き続き交渉する、とだけ簡単に書かれている。し

かしその後、法律が変わった。誰が変えたのか。米国で

はなくて国内の動きだった。

　米国でも韓国でも、資本は金をもうける法則で動く。

どちらも厳しい法律はない方がいい。日本と同じくこれ

から金を生み出すのは公的な分野。電気や水道、医療、

金融機関など。それがＦＴＡをきっかけにハードルが下

がり、法律が変わった。ＴＰＰを喜んでいる国内資本が

ある。


